
● 導入の目的やきっかけは？

● どのような取り組みを行ったか？
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CASE 04 計量器販売・メンテナンス業

恵藤計器株式会社

デジタル化を軸に新たな可能性を切り開く
丁寧なプロセスで会社全体の課題と可能性を洗い出し、結束力を高めながらテレワークを導入。
代替わりをきっかけに老舗の企業がビジネス全体の変革に取り組む。

　当社は創業以来70年以上の長きにわ
たり、ハカリの専門会社として事業を営
んできました。歴史の長い、いわゆる老舗
の企業となりますが、現経営者に代替わ
りして以降、会社全体の生産性向上に向
けた業務改革を進めています。それまで

は当たり前のように行われていた非効率
だと思われる業務の洗い出しに取り組
み、デジタル化を軸としたビジネスプロセ
スの見直しを図ってきました。そのような
背景があるなか、働き方改革や業務改革
の取り組みの一環として、一部業務のテ

レワーク化を推進することで、さらなる業
務の効率化を目指しました。同時に、新型
コロナウイルスの感染拡大の防止にも努
めてまいりました。

　営業活動を推進するための書類作成、
各案件のリソース調整、経理や仕入れ業
務の一部など、在宅勤務との相性のよい、
主にバックヤード系の業務について、テレ
ワーク化を行いました。会社で用意した
ノートPCを従業員に貸与し、リモートデ
スクトップによって自宅から会社のPCや
サーバーを操作できる環境を整えまし
た。また、必要最低限の範囲で、業務に必

要な社内ドキュメントを持ち出すことを許
可し、利便性とセキュリティのバランスを
適切に考えた就業環境を整備しました。
そのほかにも、Salesforce上での勤怠管
理やチャットツールなどを導入し、従業員
にとって負担にならない形で、様々な変革
に取り組んでまいりました。

総務経理部 営業支援担当
芝﨑 有美 様

代表取締役社長
瀬口 力也 様

千葉県 千葉市
代表取締役 瀬口 力也
従業員数：25名
https://www.etokeiki.co.jp/



● 社内からの反響や取り組みの成果は？

● 今後の展望は？

● 事例のポイント ●
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　社内からは、通勤時間が削減されたこ
とにより「勤務外の時間を有効に使える
ようになった」「感染リスクの高い交通機
関に乗らずに済んでストレスが軽減され
た」といった声があがっています。また「テ
レワーク時は自分のペースを維持しやす
く、集中して作業を行える」「時間の活用
がしやすい」といった声があがっていま

す。会社としては、感染症対策に取り組め
たことのほか、テレワークを推進していく
過程で、社内のあらゆる業務の棚卸しと
分析を行ったことで、業務の無駄、矛盾点
が見えるようになりました。それらの一部
を改善できたという点は、とても大きな成
果となりました。

　今後は、テレワークが可能な範囲をど
んどん広げていきたいと考えています。ま
た、世の中が急激に変わっていくなか、デ
ジタル化や自動化が可能な業務について
も積極的に改革を進めていく考えです。
例えば、これまで活用しきれないまま社

内に眠っている1000社近い顧客情報に
メスを入れ、過去の取引情報のデータ
ベース化を行います。CRMを推進する基
盤を整え、適時性の高い営業活動が行え
るような仕組みを整えていきたいと考え
ています。いずれもテレワークの導入を進

めていく過程で、各メンバーとのコミュニ
ケーションを重ねて見えてきたアイディ
アや課題です。今後も全社一丸となって
取り組んでいきたいと考えています。

C O M M E N T

　テレワークという言葉に捉われすぎず、会社全体の生産性を
高める、という文脈で経営者自身がコミットしていくことが重要
だと感じます。会社の現状を分析し、課題や可能性を洗い出しな
がら、自社のあらゆることを「見える化」する。結果として、テレ
ワークにつながる示唆も出てきますし、テレワークとは直接関係
のない示唆も出てくるでしょう。どのような経営者であっても、本
気になればきっと取り組めると思います。逆に、経営者が本気に
ならないと実現が難しいテーマなのかもしれません。

経営者自身が本気になって取り組むこと

背　　景

取組内容

成　　果

・代替わりをきっかけに、ビジネス全体の変革に取り組む
・業務改革と新型コロナウイルスの感染症対策を兼ねて、テレワークを導入

・「無理なテレワーク化」自体を目的とせず、合理的な範囲で社内の業務を分類
・バックヤード系業務を中心にテレワークとの相性のよい業務をテレワーク化

・従業員の負担が軽減されただけでなく、既存の業務を見直すよいきっかけに
・テレワーク導入のプロセスにおいて組織全体の結束力が高まる

主な ICTツール：Slack、リモートデスクトップアプリ、Salesforce


